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はじめに 

 

 昨年、全国の交通事故死者数は、前年より 116 人減少し 2,547 人で、全国の統計が

残る 1948 年以降最少でした。また、発生件数と負傷者数も減少しました。 

道内においては、発生件数と負傷者数は前年より大幅に減少したものの、死者数は 25

人増加し 129 人で、全国ワースト 3 という結果となりました。 

 また、本市における令和 7 年中の交通事故については、死者数は前年と同数の１人、

発生件数は前年より 4 件増加し 138 件、負傷者数は 2 人増加し 183 人であり、発生

件数と負傷者数は 3 年連続で増加しております。そのうち、歩行者が絡む交通事故は

19 件で 20 人が負傷しており、前年比 4 件 5 人の増加となりました。 

 一方、交通事故の統計を見ますと、死者数のうち、65 歳以上の高齢者の死者数は、全

国では 55.9%、道内では 55.0%を占めており、依然として高齢運転者が関与する重大

事故や高齢歩行者が被害にあう事故が頻発しております。これに関しましては、本市も

例外ではないため、今年も高齢者対策を重点に幅広い年齢層に応じた各種施策を実施し

てまいります。 

 さらに、自転車の違反による交通事故防止対策のため、今年４月、16 歳以上の方が対

象となる自転車の交通違反に対する青切符制度が導入されました。本市においても、昨

年自転車が絡む交通事故で 10 人の方が負傷しております。 

 

 今後も、本市の交通安全計画の基本理念である「交通事故のないまち」を目指し、痛

ましい交通死亡事故や交通事故の発生を抑止するため、自転車の交通ルールの遵守や飲

酒運転の根絶など各種施策にも取り組んでいきたいと考えております。 

 

この「セーフティきたひろしま」は、令和 7 年中に市内で発生した交通事故を統計数

値により分析し、概要としてまとめたものです。幼児・児童等への指導や、高齢者交通事

故防止の啓発、自治会・各団体や企業等の交通安全啓発の参考資料として活用していただ

ければ幸いです。 

 

 

令和８年４月 

 

北広島市交通安全運動推進委員会 

会長 北広島市長  上野 正三 
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【市内・全道・全国の発生概況】交通事故はどのくらい起きているか 

※ここでいう交通事故とは人身事故のことです。死傷者が出ていない交通事故は含んでいません。 

【北広島市民が交通事故にあう確率】 
 令和 7 年の市内で発生した交通事故死傷者の総数 184 人は、市民の約 305 人に 1 人が交通事故にあっ

たことになります。（令和 7 年 12 月末日現在、人口 56,109 人） 

【道内の高齢者の交通死亡事故】 

 道内ではどのくらいの高齢者の方が亡くなっているか 

16歳～19歳

1人 0.8% 20歳～24歳

6人 4.7%

25歳～29歳

3人 2.3%

30歳代 8人

6.2%

40歳代 9人

7.0%

50歳代 19人

14.7%

60歳～64歳

12人 9.3%

65歳以上

71 人

55.0%

北海道内の年齢別交通事故死者数

 
状    態 死者数 構成率(％)

自動車運転中 29 40.8

自動車同乗中 6 8.5

歩　行　中 25 35.2

自転車乗車中 8 11.3

自動二輪運転中 3 4.2

合    計 71 100.0  

【高齢者の死者 71 人の内訳】 

令和 7 年中、道内で交通事故により亡くなった 129 人中、65 歳以上の高齢者は 71 人(55.0％)で、6 割近

くを占めています。このうち、状態別では、自動車乗車中 35 人（49.3%）が最も多く、次いで歩行中 25 人

（35.2%）となっています。 歩行中の 25 人のうち、12 人は歩行者側に違反があり、主なものとして信号無

視 5 人、横断歩道外横断・斜め横断・走行車両の 

直前直後横断がそれぞれ 2 人でした。 

 一方、道内で車両乗車中に死亡した 63 人のうち、 

シートベルト非着用者は 25 人でしたが、そのうち 

高齢者は 17 人で、年齢別で最も多くなっています。 

歩行者の方は、交通ルールを守り、夜間外出する 

時は明るい色の服装の着用や夜光反射材の活用に努 

め、交通事故にあわないようにしましょう。 

死者数は、前年と同数です

が、発生件数と傷者数は、増

加しました。  

死亡事故は、９月 11 日に

国道 36 号で車両と二輪車に

よる右折直進事故でした。 

発生件数と傷者数は、前年よ

り大きく減少しましたが、死者

数は 25 人増加し、全国ワース

ト 3 位でした。 

発生件数と傷者数は大きく減

少し、死者数は 1948 年以降最

少で、令和 3 年から 2,000 人

台半ばで推移しています。 

１ 

【北広島市】

区  分 令和７年 令和６年 増  減 増減率(%)

発生件数 138(4) 134(11) 4 3.0

死 者 数 1(0) 1(0) ±0 0.0

傷 者 数 183(7) 181(22) 2 1.1

【北海道】

区  分 令和７年 令和６年 増  減 増減率(%)

発生件数 8,475 8,743 -268 -3.1

死 者 数 129 104 25 24.0

傷 者 数 9,827 10,297 -470 -4.6

【全国】

区  分 令和７年 令和６年 増  減 増減率(%)

発生件数 287,023 290,895 -3,872 -1.3

死 者 数 2,547 2,663 -116 -4.4

傷 者 数 338,508 344,395 -5,887 -1.7

※高速道路を含む。（　）は高速道路での事故で、内数



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 7 年は、死者数は前年と同数でしたが、発生件数、負傷者数は増加しており、過去 10 年間の交通事故

発生状況を見てみると、全体的には減少傾向であるものの、令和 5 年からは増加傾向にあります。 

 過去 10 年間の交通事故死者は 6 人で、年代別では、20 歳代が 2 人、30 歳代、50 歳代、60 歳代、80

歳代がそれぞれ 1 人という内訳になっています。 

 死者の居住地別では、市外居住者が 3 人、市内居住者が 3 人となっており、男女別では、男性 4 人、女性 2

人となっています。 

 状態別では、第 1 当事者（相対的に過失が重い方）の運転者・同乗者が 2 人、第 2 当事者の運転者が１人、

歩行者が 3 人で、歩行者のうち道路横断中が 2 人、横断歩道横断中が 1 人となっています。 

 発生の時間帯別では、午前 0 時から午前 3 時までの深夜に 3 人、午後 2 時から午後 8 時までの昼過ぎから

夕方までは 3 人となっています。特に深夜の午前 0 時から午前１時の間に２人、午後４時から午後８時までの

薄暮時間帯に 2 人が亡くなっています。また、歩行者事故 3 件は、昼過ぎ、夕方の薄暮時間帯、深夜の時間帯

で発生しています。 

２ 

【市内交通事故の推移】過去１０年間に交通事故はどのくらい起きているか 

年 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 合 計

発生件数 183 156 145 136 111 112 109 124 134 138 1,348

死 者 数 1 0 1 1 0 0 0 1 1 1 6

傷 者 数 211 186 167 168 137 131 130 165 181 183 1,659

【市内交通死亡事故】市内でどのような交通死亡事故が起きたのか 

令和 7 年中、市内で発生した交通死亡事故は、１件(高速道路 0 件）でした。 

事故態様 ●右折直進 

【 市 内 の 交 通 死 亡 事 故 例 】 

【発生日時】 

９月 11 日午前 0 時 20 分ころ 

【発生場所】 

大曲工業団地 2 丁目先 国道 36 号 

【道路形状】 

  交差点（丁字交差点） 

【路面状況】 

  乾燥 

【発生時の状況】 

信号機のある交差点を青信号で右折しようとし

たトラックが、対向から直進してきたバイクと衝

突し、バイクの大学生が死亡したもの。 

交差点は、多くの車両や歩行者などが利用するため、交通事故

が多発する危険な箇所です。特に、信号機の変わり目は要注意で

す。「危険な箇所」であるため、信号機や横断歩道、一時停止など

が設置されています。 

交差点を利用される車や歩行者などは、互いに交通ルールを守

り、周囲の状況をよく見て事故を予測した行動をとり、交通事故

を起こさない、交通事故にあわないようにしましょう。 

 

国
道
３
６
号 

至 恵庭市・千歳市 

至 札幌市 

至 
大
曲 

工
業
団
地 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1 
 
 
 
 

【市内交通事故の月別発生状況】毎月どのくらい交通事故が起きているか 

【市内交通事故の曜日別発生状況】何曜日に交通事故が多く起きているか 

 令和 7 年中の時間別発生状況では、8 時から 10 時までが 27 件と最も多く、次いで 16 時から 18 時まで

の 24 件、10 時から 12 時までの 22 件となっています。また、傷者数では、16 時から 18 時までが 34 人

と最も多く、次いで 8 時から 10 時までの 33 人で、死亡事故は 0 時台に発生しています。 

 交通事故は、通勤･通学の時間帯である 8 時からから急に発生が多くなり、昼の 12 時から 14 時までは一

旦減少しますが、再び夕方の買い物・帰宅時間帯である 19 時台までの発生が多くなっています。特に 8 時か

ら 12 時までの時間帯には 49 件、14 時から 20 時までの時間帯には 58 件発生しています。 

事故を防止するために、車両や歩行者は時間に余裕のある行動に努めましょう。 

歩行者は、車両の前後を横断することは止め、交差点においても右左折してくる車両の動静に注意を払いま

しょう。自転車を使用し横断歩道を渡る時は、危険回避が容易になるため自転車から降りて押して渡りましょ

う。 

 令和 7 年中の曜日別発生状況では、金曜日が 30 件と最も多く、次いで木曜日が 25 件発生しています。ま

た、金曜日から月曜日までの 4 日間で、84 件（60.9%）発生し 107 人（58.5%）が負傷しています。   

この様に、週末から週明けに多数の事故が発生しているので、車の方は、歩行者や車などの動静に注意する

とともに運転に集中し、歩行者・自転車の方も周囲の車の動静に注意して行動しましょう。 

【市内交通事故の時間別発生状況】何時頃に交通事故が多く起きているか 

 令和 7 年中の月別発生状況を見てみると、7 月が 17 件と最も多く、次いで 2・3 月がそれぞれ 14 件、12

月が 13 件となっています。また、下半期である７月から 12 月で 77 件（55.8%）発生し、112 人（60.9%）

の方が死傷しています。これらは、路面状態が良好であり、夏場の運転に慣れた状態が続くと、ついつい交通安

全に対する意識や緊張感が薄れてくるために、交通事故が発生したと考えられます。また、昨年は、雪解けが早

く、道路状態が良かったことから、２月と３月にも事故が増加し、この２ヶ月間に 28 件発生し 33 人が負傷

しています。 

事故をおこさないために、スピードダウン、早めのウインカー、車間距離の保持など安全運転の基本に努め、

歩行者の優先や譲り合いの意識を持って、優しい運転に心がけましょう。 

３ 

月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合 計

発生件数 7 14 14 10 9 7 17 13 10 12 12 13 138

死 者 数 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

傷 者 数 10 18 15 13 9 7 25 19 12 19 20 16 183

曜  日 月  曜 火  曜 水  曜 木  曜 金  曜 土  曜 日  曜 合  計

発生件数 22 16 13 25 30 18 14 138

死 者 数 0 0 0 1 0 0 0 1

傷 者 数 32 22 21 33 35 23 17 183

時  間 ０～ ２～ ４～ ６～ ８～ 10～ 12～ 14～ 16～ 18～ 20～ 22～ 合  計
発生件数 1 0 1 7 27 22 9 18 24 16 11 2 138
死 者 数 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
傷 者 数 0 0 1 11 33 31 16 27 34 17 11 2 183
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【市内交通事故の年齢別・状態別発生状況】 

どのような年齢層がどのような状況で交通事故にあっているか 

 令和 7 年中に起きた事故の死傷者について年齢別・状態別を見てみると、年齢別では、50 歳代が 46 人

（25.0％）と最も多く、次いで 30 歳代が 39 人、20 歳代が 27 人となっており、20 歳代～50 歳代が

138 人で全体の約 8 割を占めています。また、高校生以下 9 人が乗用車同乗中に負傷しています。 

 状態別では、運転中が 110 人（59.8%）と最も多く、同乗中の 44 人と合わせると 154 人となり、全体

の 8 割を超えています。 

 全体を見ると、二輪を含む車両に乗車中の事故で 8 割を超

える方がケガをしています。また、歩行中の事故は、40 歳

代と 50 歳代が最も多く、それぞれ 5 人となっています。 

 仕事などで運転する機会の多い 20～50

歳代の負傷者が多くなっています。 

４ 

※構成率の数値は四捨五
入してあるため、合計と内
数の計が一致していない

箇所があります 

構成率

乗用車 貨物車 二輪車 乗用車 貨物車 二輪車 （％）

未就学児 1 1 0.5

幼稚園児 3 3 1.6

小学生 1 3 4 2.2

中学生 1 1 2 1.1

高校生 1 1 2 1.1

～19歳 2 1 1 4 2.2

20歳代 1 15 4 1(1) 4 2 27 14.7

30歳代 2 2 21 1 13 39 21.2

40歳代 5 14 3 4 26 14.1

50歳代 5 4 28 3 1 5 46 25.0

60歳代 2 1 9 3 2 17 9.2

70歳～ 2 6 5 13 7.1

合   計 20 10 94 14 2 42 2 0 184 100.0

構成率 51.1 7.6 1.1 22.8 1.1 0.0

（％）

合  計年  齢 歩行中
同 乗 中

10.9
23.9

運 転 中

59.8

自転車

乗用中

5.4

※（ ）は死者数で内数 



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【市内交通事故の通行目的別発生状況】 

どのような用事の時に交通事故が起きているか 

 令和７年中の交通事故で、第一当事者の通行目的別発生状況を見てみると、｢通勤｣が 34 件と最も多く、

次いで「業務」の 29 件、「買い物」の 28 件でした。前年と比較すると、「業務」と「送迎」がそれぞれ 4

件増加し、「その他」が５件、「買い物」が４件減少しました。また、傷者数では、「業務」が 10 人増加し

40 人で「通勤」に次ぐ多さとなり、「買い物」が９人減少し 33 人でした。昨年は、「通勤」「業務」「買い

物」「送迎」という通行目的が多く、日常生活の比較的慣れた道路において事故が発生しています。 

高齢者や 守ってね 

※（  ）は令和 6 年との対比 

 

子どもなどの 交通弱者を 

５ 

通行目的

業　　務 29 （+4） 1 （+1） 40 （+10）

通　　勤 34 （+2） 0 （±0） 47 （+4）

通　　学 0 （-3） 0 （±0） 0 （-4）

観光･娯楽 12 （+3） 0 （±0） 16 （+3）

ドライブ 5 （+2） 0 （-1） 7 （+5）

飲　　食 1 （-3） 0 （±0） 1 （-3）

買  い  物 28 （-4） 0 （±0） 33 （-9）

訪　　問 9 （+2） 0 （±0） 15 （+2）

送　　迎 13 （+4） 0 （-1） 15 （-1）

通　　院 2 （+1） 0 （±0） 3 （±0）

帰　　省 0 （-1） 0 （±0） 0 （-2）

そ  の  他 2 （-5） 0 （±0） 3 （-5）

不明 3 （+2） 0 （±0） 3 （+2）

合　　計 138 （+4） 1 （±0） 183 （+2）

発生件数 死者数 傷者数



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【市内交通事故の類型別発生状況】どのような事故が多く起きているか 

※（  ）は令和 6 年との対比 

 令和 7 年中の類型別発生状況を見てみると、車両相互が 108 件と最も多く、そのうち追突が 45 件

（41.7%）で、そのうち約 9 割が停止中の車に衝突する事故でした。運転中は、十分な車間距離の確保と前

方の車両の動静を注視するとともに、早めのウインカー、ブレーキに心掛けましょう。 

 人対車両の事故は 19 件で、そのうち横断中の事故が 9 件で、10 人が負傷しました。運転する方は、交

差点はもちろん、信号機のない横断歩道、住宅街や商業施設の駐車場内などでは、歩行者の動静に注視した

運転に努めましょう。     

一方、歩行者は、横断歩道を渡る、信号を守る、斜め横断はしない、車の前後から横断しないようにし、横

断する前に「止まる」、「左右の安全確認」をしてから渡る、途中で「もう一度左の安全確認をする」ようにし

ましょう。さらに、薄暮時間帯（夕方）から夜間に外出する方は、明るい服装の着用や夜光反射材を身につけ

るようにして、自分の身を守ることに努めましょう。 

人対車両

13.8%

自転車

対車両

7.2%

車両相互

78.3%

発生件数 138件

人対車両

10.9%

自転車

対車両

5.4%

車両相互

83.2%

車両単独

0.5%

死傷者数 184人

発生件数 死 者 数 傷 者 数

横断歩道 8 0 9

その他 1 0 1

1 0 1

1 0 1

8 0 8

19 0 20合  計

歩行者事故の内訳

そ　の　他

背面通行中

横断中

路上作業中

車両単独 
0.7% 

発生件数 死者数 傷者数

9 0 11

進 行 中 6 0 8

そ の 他 39 0 59

26 0 37

3 0 3

右折直進 9 1 14

その他 2 0 4

14 0 16

108 1 152

そ  の  他

合     計

車両相互の内訳

追 突

出会い頭

追越し・追抜時

右折時

正面衝突

自転車事故の内訳 発生件数 死 者 数 傷 者 数

出会い頭 4 0 4

左折事故 2 0 2

車対車他 2 0 2

追越追抜時 2 0 2

合     計 10 0 10

類 型 別

人対車両 (歩行者事故) 19 （+4） 0 （-1） 20 （+5）

自転車対車両 (自転車事故) 10 （-5） 0 （±0） 10 （-5）

車  両  相  互 108 （+6） 1 （+1） 152 （+3）

車  両  単  独 1 （-1） 0 （±0） 1 （-1）

合  計 138 （+4） 1 （±0） 183 （+2）

発生件数 死 者 数 傷 者 数
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【市内交通事故の違反別発生状況】 

どのような違反があって交通事故を起こしているか 

令和 7 年中の交通事故の違反別発生状況を見てみると、車両の場合、安全確認不足や操作ミスなどの安全運

転義務違反が 94 件で約 6 割を占めています。この安全運転義務違反のうち、前方不注意は 27 件発生し、

39 人が負傷しています。車を運転する時は、脇見をせず前方をしっかり見て、左右の確認に努めましょう。 

また、自転車が絡む事故では、６割が自転車側に違反があるので、自転車の方は交差点における確実な安全

確認を行うとともに、自転車に関する交通ルールをしっかり守りましょう。 

【市内交通事故の第１当事者の年齢層別発生状況】 

どの年代の人が多く交通事故を起こしているか 

 令和 7 年中の交通事故で、第１当事者の年齢層別発生状況を見てみると、70 歳代が最も多く、次いで 20

歳代、40 歳代、50 歳代の順となっています。令和 6 年と比較すると、30 歳代の交通事故が最も増加し、

40 歳代の事故が最も減少しました。また、運転免許を取得してから 10 年以上経過した運転手による事故

が 101 件（75.4%）発生しています。運転経験が豊富でも、習慣や慣れからくる見落としや交通ルール無

視は事故に繫がります。基本に戻って安全運転に努めましょう。 ※（ ）内は令和 6 年との対比 

７ 

自転車の違反 死 者 数 傷 者 数

通行区分違反 0 1

歩行者の違反 死 者 数 傷 者 数 交差点安全進行義務違反 0 3

駐車車両の直前直後横断 0 1 一時不停止 0 1

路上作業 0 1 その他 0 1

違反なし 0 18 違反なし 0 4

合　計 0 20 合　計 0 10

自転車

1 24 18 23 21 17 25 5 134 1 3

（-1） （+3） （+7） （-7） （+1） （-6） （+5） （-1） （+1） （+1） （+2）

0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0

（±０） （±0） （±0） （+1） （±０） （-1） （±０） （±０） （±0） （±0） （±０）

1 27 30 29 32 22 31 7 179 1 3

（-1） （-7） （+14） （-11） （+8） （-7） （+4） （-1） （-1） （+1） （+2）

80歳代
以上

ドライバー
以外

(不明)

50歳代年 齢 層 20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 合　計

発生件数

死 者 数

傷 者 数

60歳代 70歳代

車両の違反 発生件数 死 者 数 傷 者 数 発生件数 死 者 数 傷 者 数

歩行者妨害 7 0 7 前方不注意 27 0 39

最高速度 1 0 2 動静不注視 16 0 23

過労運転 1 0 1 前左右不確認 17 0 23

信号無視 4 0 5 ハンドル操作 3 0 4

一時不停止 11 0 14 ブレーキ操作 11 0 14

車間距離 2 0 2 安全速度 3 0 3

交差点安全通行 2 0 2 後方不確認 14 0 17

交差点徐行 1 0 4 その他 3 0 3

安全運転義務違反 94 0 126 94 0 126

その他の違反 12 1 17

不　明 3 0 3

合　計 138 1 183

合　計

安
全
運
転
義
務
違
反

安全運転義務違反
の内訳



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

【市内交通事故の高齢者の事故状況（過去 5 年間）】 

過去 5 年間で高齢者（65 歳以上）の方はどのくらい交通事故にあっているか 

 令和 7 年中の高齢者の傷者数は、前年と比較すると 8 人増加し、状態別で見てみると、運転中、同乗中が

7 人増加しています。過去 5 年間では、令和 6 年に減少しましたが、再び増加に転じました。 

 令和 7 年中の自動車乗車中に交通事故で負傷した 152 人のうち、11 人（7.2%）がシートベルト非着用で

した。人の命を守るためのシートベルト・チャイルドシートを、確実に装着しましょう。 

 また、自転車・二輪車に乗車して死傷した 12 人のうち、8 人（66.7%）がヘルメット非着用でした。 

自転車事故での致命傷は、頭部を損傷する場合が多いので、乗用ヘルメットを着用しましょう。 

 令和 7 年中の道路別の発生は、国道が 44 件（31.9％）で最も多く、次いで道道が 42 件（30.4%）、市道

が 37 件（26.8％）となっており、前年と比較すると、高速道路が 7 件、市道が 3 件減少しています。 

死傷者数で見ると国道が 58 人、次いで道道の 57 人、市道 51 人となっています。   

 市内の事故については、6 割超が国道と道道において発生しています。幹線道路を走行する場合は、事故を

起こさない、事故にあわないために、スピードダウンと車間距離の確保、早めのウインカーに努めましょう。 

 一方、その他の道路（商業施設やコンビニエンスストアなどの駐車場）においても、11 件発生し 11 人が

負傷していますので、周囲の車や歩行者の動静に注意を払った運転に努めましょう。 

【市内交通事故の道路別発生状況】 

市内を走る各道路で交通事故はどのくらい起きているか 

【市内交通事故のシートベルト・ヘルメット着用状況】 

事故にあった時にシートベルト・ヘルメットは着用しているか 

高齢者（６５歳以上）の状態別死傷者数の推移 

８ 

着用 

141 人 

非着用 11 人 着用 4 人 非着用 8 人 

道路種別

区  域 36号 274号 小計 江別恵庭
栗山

北広島
その他 小計

発生件数 35 9 44 9 18 15 42 37 4 11 138

死 者 数 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

傷 者 数 46 11 57 11 25 21 57 51 7 11 183

合 計
国    道 道    道

市 道
高速
道路

その他
の道 路

シートベルト 
着用状況 
（対象 152 人） 

ヘルメット 
着用状況 
（対象 12 人） 

状態

年別

令和7年 3 0 13 6 0 22

令和6年 1 1 7 5 0 14

令和５年 3 2 13 9 0 27

令和４年 2 2 9 6 0 19

令和３年 1 0 5 1 0 7

自動車･二輪車
合  計歩 行 中 自転車乗用中

運 転 中
特殊車乗車中

同 乗 中



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

交通事故防止に関する視点や注意点については、運転者や歩

行者など立場の違いによって変わってきます。 

 各家庭で交通安全について話し合ってみるとともに、お出か

けの際は、家族での声かけを励行しましょう。 

９ 

 

交差点は、危険が多いところなので、歩

行者や車がきていないかなど、確認するこ

とがいっぱいあるよ。 

自転車の時は、必ず交差点の手前で止ま

ってから、右と左の安全を確認しようね。 

今年から、16 歳以上のお兄さんやお姉

さんたちが、自転車のルールを守らないと

検挙されるようになったね。 

今は小学生だけど、大きくなった時に、

交通事故にあわないよう、また事故を起こ

さないように、今から正しい自転車のルー

ルを身につけることが大切だよ。 

【市内交通事故の道路形状別発生状況】 

市内の道路のどのような箇所で交通事故はどのくらい起きているか 

 令和 7 年中の道路形状別の発生は、市街地が 99 件（71.7％）、非市街地が 39 件（28.3%）となっていま

す。特に、市街地と非市街地の交差点と交差点付近において、市内全体の 5 割近い 66 件が発生し、死傷者

184 人のうちの 90 人（48.9%）が死傷しています。 

  交差点は、交通事故が多発する箇所であるため、信号機や横断歩道、一時停止などの標識が設置されていま

すが、信号の変わり目に加速したり、信号無視や歩行者保護義務違反、一時不停止などにより事故が発生しま

す。事故を起こさないために交通ルールを守るとともに、交差点に近づいたらスピードダウンに努めましょう。 

また、市内の道路では、ウインカーを上げずに車線変更したり、急にウインカーを上げて右左折する車が散

見されます。車線変更や右左折する場合は、できる限り右（左）に寄るとともに早めのウインカーに努め、後

続車は、いつでも対応できるように十分な車間距離の確保などに努めましょう。 

 

交差点
交差点
付近

計 カーブ その他 交差点
交差点
付近

計 カーブ その他

発生件数 31 16 47 4 39 9 99 12 7 19 3 14 3 39 138

死 者 数 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

傷 者 数 43 22 65 6 52 9 132 16 8 24 4 20 3 51 183

合計:形　状

非　市　街　地

交差点

市　　街　　地

交差点単　路

その他 小計

単　路

小計その他



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 昨年、西の里地区では、交通事故が 14 件発生し、16 人が負傷しています。 

 前年と比較すると、発生件数は 5 件増加し、負傷者数は 3 人増加しています。 

 特徴としては、道路別では、国道 274 号が 7 件、市道が 5 件、その他道道が２件となっています。 

 道路の形状別では、直線が 8 件、交差点が 5 件、カーブが 1 件となっており、主な事故の態様別は、追突

が 5 件、正面衝突と車対車その他がそれぞれ 2 件発生しています。 

 国道において、車が自転車を追越し追抜き時に１件、国道の横断歩道と市道において車と歩行者の事故が 

それぞれ１件発生しましたが、自転車・歩行者とも軽傷でした。 

当事者の居住地別では、市内居住者が第 1 当事者の事故は 4 件、第 2 当事者の事故は 3 件でした。 

 西の里地区は、札幌市内へ行き来する市外からの車両が多く通行しており、国道では速度超過の車が散見

されます。追突事故が多い地区ですので、安全な車間距離の保持と早めのウインカーに努めましょう。また、

交差点や市道では、歩行者や自転車の動きに注意した運転に努めましょう。 

１０ 

【市内交通事故の地区別発生状況】（高速道路を除く） 

市内各地区での交通事故はどのくらい起きているか 

★西の里地区の発生状況 

★西部地区の発生状況 

 昨年、西部地区では、27 件の交通事故が発生し、重傷者 1 人を含む 40 人が負傷しています。 

 前年と比較すると、発生件数は 12 件、負傷者数が 15 人増加しています。 

 特徴としては、道路別では、国道３６号で 15 件、その他市道で 8 件、道道で 3 件、駐車場内で 1 件発

生しています。 

 道路の形状別では、直線が 14 件、交差点が 13 件となっており、主な事故の態様別は、出会い頭が 11

件で最も多く、次いで追突が 10 件、車対車が 3 件、正面衝突が 2 件となっています。 

 当事者の居住地別では、市内居住者が第 1 当事者の事故は 3 件、第 2 当事者の事故は 8 件でした。 

また、国道での事故の特徴は、交差点・直線での追突事故が 10 件で、市道における出会い頭が 7 件発生

しています。 

西部地区では、市外居住者が当事者となる事故が多いため、車で走行する時は、追突事故や右左折時の事

故を防止するため、車間距離の保持とスピードダウン、早めのウインカー、一時停止の厳守など他の車の動

静に注意した運転に努めましょう。 

年 令和７年 令和６年 住    所 発生件数 死 者 数 重傷者数 軽傷者数

発生件数 27 15 輪厚 9 0 0 12

死 者 数 0 0 輪厚中央 8 0 1 11

重傷者数 1 2 島松 5 0 0 7

軽傷者数 39 23 仁別 2 0 0 3

希望ヶ丘 1 0 0 4

輪厚工業団地 1 0 0 1

輪厚元町 1 0 0 1

年 令和７年 令和６年 住    所 発生件数 死 者 数 重傷者数 軽傷者数

発生件数 14 9 西の里 6 0 0 8

死 者 数 0 0 西の里北 3 0 0 3

重傷者数 0 1 西の里南 2 0 0 2

軽傷者数 16 12 虹ヶ丘 2 0 0 2

西の里東 1 0 0 1



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

★大曲地区の発生状況 

 昨年、大曲地区では、49 件の交通事故が発生し、死者１人、重傷者 8 人を含む 64 人が負傷しています。 

 この死亡事故は、国道 36 号の交差点における右折直進の事故で、二輪車の運転者が亡くなっています。 

 前年と比較すると、発生件数が 2 件、死者数が１人、負傷者数が 6 人増加しています。 

 特徴としては、道路別では、国道が 20 件、道道が 12 件、市道が 11 件、商業施設などの駐車場が６件と

なっています。道道で発生した 12 件の内訳は、道道栗山北広島線が 5 件、道道仁別大曲線が 3 件、その他

道道 4 件となっています。 

 道路の形状別では、交差点が 24 件、直線が 22 件、カーブが 3 件となっており、主な事故の態様別は、

追突が 17 件、次いで出会い頭が 8 件、車対車他と右折直進がそれぞれ 5 件、人対車他が 4 件、横断・横断

歩道が 3 件となっており、歩行者が負傷する事故が８件、自転車が負傷する事故が 5 件となっています。 

 当事者の居住地別では、市内居住者が第 1 当事者の事故は 20 件、第 2 当事者の事故は 22 件でした。 

大曲地区では、歩行者が負傷した事故のうち市内居住者が 5 人、自転車対車の事故のうち市内居住者は 4

人でした。歩行者事故のうち４件は、商業施設やコンビニの駐車場で発生しました。 

大曲地区は、幹線道路や大型商業施設を中心に、道外を含む市外居住者が運転する車や歩行者などが多く

通行する地域なので、道路だけでなく商業施設やコンビニなどの駐車場においても、車や歩行者、自転車の同

棲に注意を払い、安全運転に努めましょう。  

★北広島団地地区の発生状況 

 昨年、北広島団地地区では、2 件の交通事故が発生し、２人が負傷しています。前年と比較すると、発生件

数が 8 件、死者が１人、負傷者数が 9 人減少しています。 

 特徴としては、道路別では、市道の北進通と商業施設の駐車場でそれぞれ１件発生しています。 

道路の形状別では、交差点と直線がそれぞれ１件で、事故の態様別では、追突が 1 件、駐車車両に衝突し

た事故が１件でした。この駐車車両に衝突した事故で、歩行者が負傷しています。 

当事者の居住地別では、第 1 当事者は２件とも市内居住者で、第 2 当事者は１人が市内居住者でした。 

団地地区では、他の４地区と比較すると事故の発生件数は少ないのですが、毎年歩行者が死傷する事故が

発生しています。車を運転する際、団地地区では道路や横断歩道、商業施設の駐車場において、多くの歩行者

が通行していることを認識して、歩行者の動静に注意した安全運転に努めましょう。また、歩行者や自転車の

方も道路を横断する際など、左右の安全確認を確実に行いましょう。 

年 令和７年 令和６年 住    所 発生件数 死 者 数 重傷者数 軽傷者数

発生件数 49 47 大曲幸町 11 0 2 12

死 者 数 1 0 大曲緑ヶ丘 7 0 2 11

重傷者数 8 5 大曲工業団地 5 1 1 3

軽傷者数 56 53 大曲末広 5 0 0 6

大曲並木 5 0 0 9

大曲柏葉 5 0 1 4

大曲 4 0 1 5

大曲南ヶ丘 4 0 0 4

大曲中央 3 0 1 2

年 令和７年 令和６年 住    所 発生件数 死 者 数 重傷者数 軽傷者数

発生件数 2 10 北進町 1 0 0 1

死 者 数 0 1 栄町 1 0 0 1

重傷者数 0 1

軽傷者数 2 10
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★東部地区の発生状況 

 昨年、東部地区では、42 件の交通事故が発生し、重傷者 4 人を含む 54 人が負傷しています。 

前年と比較すると、発生件数は同数でしたが、負傷者数が 2 人増加しています。 

 特徴としては、道路別では、道道が 25 件、市道が 11 件、国道が 2 件、商業施設などの駐車場が３件、

私道が 1 件となっています。道道の内訳は、道道栗山北広島線が 13 件、道道江別恵庭線が 9 件、その他道

道が 3 件でした。 

道路の形状別では、交差点が 22 件、直線が 18 件、カーブが 2 件となっています。 

主な事故の態様別は、追突が 11 件と最も多く、次いで出会い頭が 10 件、右折時の事故、車対車他と横断

歩道がそれぞれ４件となっています。 

また、歩行者が負傷した事故は 9 件で、このうち横断歩道を横断中の事故は 5 件、歩行中に背面からはね

られた事故が 2 件でした。一方、自転車事故は 3 件で、その内訳は、出会い頭、車対車他と追越追抜時の事

故がそれぞれ１件でした。 

 当事者の居住地別では、市内居住者が第 1 当事者の事故は 23 件、第 2 当事者は 18 件でした。 

歩行者事故の負傷者９人のうち 5 人が市内居住者で、自転車事故の負傷者 3 人は、全て市内居住者でした。 

また、北海道ボールパークＦビレッジの周辺道路において、7 月から 11 月末までの間に 3 件の事故が発

生し、5 人が負傷しています。ボールパーク内には多数の遊戯施設や店舗があり、野球開催日以外にも球場な

どでイベントが行われることがあり、多数の車両や歩行者が通行する地区のため、車を運転する方はもちろ

ん、歩行者や自転車の方も交通ルールを守り、交通事故を起こさない、交通事故にあわないようにしましょう。 
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年 令和７年 令和６年 住    所 発生件数 死 者 数 重傷者数 軽傷者数

発生件数 42 42 美沢 8 0 0 10

死 者 数 0 0 中の沢 7 0 0 11

重傷者数 4 5 中央 7 0 2 7

軽傷者数 50 47 共栄町 7 0 1 8

共栄 3 0 0 4

Fビレッジ 2 0 0 3

朝日町 2 0 0 2

北の里 2 0 1 1

稲穂町西 1 0 0 1

新富町西 1 0 0 1

新富町東 1 0 0 1

南の里 1 0 0 1

交差点は、交通事故が多発する危険な場所です。 

信号の変わり目に加速するとか、無理な右折や横断歩道の手前

で減速せずに歩行者を見落としたりすると、重大な事故につなが

ることがあります。 

また、歩行者や自転車の方は、道路を渡る前に「一旦止まる」、

次に「右・左・右の安全を確認」してから「渡る」、横断の途中

で「もう一度、左を確認」し、左から近づいてくる車を見落とさ

ないように注意して行動し、自分の命を守りましょう。 

運転する方も歩行者も、互いに交通ルールを守り、余裕のある

行動に努めましょう。 

 



  道 路 交 通 法 の改 正 について 

一時停止 歩行者専用 

◎自転車への交通反則通告制度（令和 8 年 4 月 1 日施行） 
 交通反則通告制度とは、いわゆる「青切符」制度で、交通違反に対する処理の方法で、「赤切符」
（刑事事件処理）とは異なり、検挙後の手続きが迅速化され、裁判等はありません。 
 「青切符」の対象となる主な違反は、次の通りです。なお、対象は、16 歳以上の方で、交通事
故の原因となるような「悪質・危険な違反」です。 
                 違反行為（抜粋）

反則金額
（円）

携帯電話使用等（保持） 12,000

信号無視　赤色等

通行区分違反

交差点安全進行義務違反

横断歩行者等妨害等

安全運転義務違反

通行禁止違反

法定横断等禁止違反

指定場所一時不停止等

無灯火

公安委員会遵守事項違反

歩道徐行等義務違反

交差点右左折方法違反

6,000

3,000

5,000

○携帯電話使用等～自転車を運転するとき、 

手に保持して通話したり手に保持 

して画面を注視してはいけない。 

○信号無視～車道を進行するときは「車両用 

信号」、横断歩道を進行するときは 

「歩行者用信号機」に従わなけれ 

ばならない。 

○通行区分違反～道路の左端に寄って通行し 

なければならない。 

○交差点安全進行義務違反～交差点に進入するときは、交差する道路を 

通行する車両や対向から右折してくる車両、横断する歩行者 

に注意し、できる限り安全な速度と方法で進行する。 

○横断歩行者等妨害等～横断歩道に接近したとき、横断歩道の直前で停 

止できる速度で進行する。また横断中又は横断しようとする 

歩行者がいるときは、横断歩道の直前で一時停止し、その通 

行を妨げない。横断歩道やその直前で停止している車両の側 

方を通過してその前方に出る時は、一時停止しなければなら 

ない。 

○安全運転義務違反～手放し運転や前輪を上げて 

走行してはいけない等。 

○法定横断等禁止違反～横断歩道を通行する際、 

横断中の歩行者の通行を妨げるおそ 

れがあるときに、自転車に乗ったまま 

横断してはいけない。 

○公安委員会遵守事項違反～傘差し運転やイヤホ 

ンをつけて周りの音が聞こえない状態で運転してはいけない。 

○交差点右左折方法違反～左折するときは、できる限り道路の左端に寄り、 

かつ左端に沿って徐行する、信号機のある交差点で右折すると 

きは、あらかじめ左端に寄って徐行し、信号機に従い二段階右 

折する。信号を守らなかった場合は信号無視に該当する。 

一時停止を守らないと「指定場
所一時不停止」、歩行者専用道路
を走行すると「通行禁止違反」 

◎自動車が自転車等の右側を 
通過する場合の通行方法 

（令和 8 年 4 月 1 日施行） 
この改正は、簡潔に言いますと

「自動車は、自転車を追い抜く場
合、十分な横の間隔を取るか、安
全な速度で通過しなさい」「自転車
もなるべく左に寄って、追い抜き
に協力する」という内容です。 
 

◎生活道路における法定速度の引き下げ（令和 8 年 9 月 1 日施行） 
 生活道路における法定速度が 60 キロから 30 キロに引き下げられます。 
 生活道路とは、主に地域住民が日常生活に利用するような中央線や分離帯などがない道路のこと
です。 

  

自転車や歩行者の右
側を通過するときは、
間隔に応じて安全な
速度で進行しなけれ
ばならない。 
 
 違反点数 2 点 
 反則金 7,000 円 
側方通過車義務違反 

車両に追い抜かれる 
ときに車両と十分な間
隔がない場合、できる
限り道路の左端に寄っ
て通行しなければなら
ない。 
 
 反則金 5,000 円 
被側方通過車義務違反 
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令和 8 年における交通安全運動の推進方針（概要）～北海道 
運 動 の 目 的  道民の交通安全意識を高め、交通事故を防止する。 

年間スローガン ストップ・ザ・交通事故 ～ めざせ 安全で安心な北海道 ～ 

交

通

安

全

運

動

の

重

点 

歩行者保護意識の 

醸成と歩行者の 

マナーアップ 

○ 歩行者を最優先とする保護意識の醸成を図る広報啓発活動、全ての世代を対象とした道路横断時の安全確認

や反射材の着用など自ら安全を守るための交通行動を促す交通安全教育を推進する。 

○ 信号機の設置のない横断歩道における歩行者優先義務の徹底と、歩行者・ドライバー相互の意思疎通を図る

横断方法等を実践する「ハンドサインでストップ運動」を推進する。 

○ 登下校時のこどもの安全を確保のための関係機関・団体による通学路の安全点検と保護・誘導活動を推進す

る。 

高齢者の安全確保 

○ 「シルバーアドバイザーの店」の登録拡大を図るほか、高齢者を取り巻く交通事故実態の周知や、高齢者の

行動特性を理解した交通安全意識の向上を図る広報啓発活動を推進する。 

○ 高齢者に個々の身体機能を自覚した安全な交通行動の実践を促す交通安全教育や高齢者宅への訪問活動等に

よる安全指導を推進する。 

○ 運転免許証の自主返納者への支援に関する情報の提供や安全運転サポート車の普及促進のための広報啓発活

動を推進する。 

飲酒運転の根絶 

○ 悪質な犯罪である飲酒運転の根絶に向けて、「飲酒運転をしない・させない・許さない」という規範意識と

「そして見逃さない」という視点の醸成を図る広報啓発活動を推進する。 

○ 飲酒疑似体験を取り入れた交通安全講習による危険性の認識向上や運転者に対するアルコール検知器を用い

た酒気帯び確認の徹底等の取組を推進する。 

○ 「飲酒運転根絶ロゴマーク」や「ハンドルキーパー運動」、「飲酒運転ゼロボックス」を周知するなど、飲食

店や酒類販売店等と連携した広報啓発活動を推進する。 

○ 飲酒運転に関する警察への情報提供の促進を図り、飲酒運転を見逃さない「社会の目」の一層の拡大を推進

する。 

○ 飲酒運転の根絶に取り組む「飲酒運転根絶宣言事業者、飲食店」の周知、登録拡大を図り、飲酒運転を許さ

ない社会環境づくりを推進する。 

スピードダウンと全

席シートベルト着用

の徹底 

○ 速度の出し過ぎによる危険性を周知する広報啓発活動を推進する。 

○ ドライビングシミュレータ等を活用した安全速度の遵守に向けた交通安全教育を推進する。 

○ 後部座席を含めた全席でのシートベルトの着用とチャイルドシートの正しい使用の効果についての広報啓発

活動、着用率向上に向けた取組を推進する。 

○ 各種資器材を活用したシートベルト非着用の危険性の認識向上に向けた交通安全教育を推進する。 

乗車用ヘルメットの

着用などの自転車等

の安全利用 

○ 自転車運転者の交通違反に適用される交通反則通告制度の周知及び法令遵守についての広報啓発活動を推進

する。 

○ 自転車シミュレータや自転車安全利用五則等の活用による自転車の交通ルールの周知やマナー向上に向けた

交通安全教育、広報啓発活動を推進する。 

○ 乗車用ヘルメットの着用、自転車損害賠償保険等への加入促進に向け、民間事業者と連携した広報啓発活動

を推進するとともに、「ながらスマホ」や「酒気帯び運転」の危険性を周知する。 

○ 特定小型原動機付自転車に関する交通ルールを周知するための交通安全教育や広報啓発活動を 

推進する。 

安全意識の向上 

○ 夕暮れ時・夜間の交通事故実態及び危険性を周知し、反射材用品等の着用促進を図る広報啓発活動を推進す

る。 

○ 昼間の点灯を呼びかける「デイ・ライト運動」や夜間におけるハイビームの活用に向けた広報啓発活動を推

進する。 

○ 生活道路における法定速度引き下げの周知を図る広報啓発活動を推進する。 

○ 「ながら運転」や「あおり運転」の危険性を周知するとともに思いやり・ゆずり合いの心を  

持った運転の実践を図る広報啓発活動を推進する。 

○ 長距離運転における休憩の呼びかけなど居眠り運転事故防止に向けた広報啓発活動を推進す

る。 

○ 天気や路面状況の変化に応じた安全な運転に向けた広報啓発活動を推進する。 

期 

別 

運 

動 
運 動 名 春の全国交通安全運動 夏の交通安全運動 秋の全国交通安全運動 冬の交通安全運動 

実 施 期 間 4/6(月)～4/15(水) 7/13(月)～7/22(水) 9/21(月)～9/30(水) 11/13(金)～11/22(日)  

セーフティコール 4/6(月) 7/13(月) 9/18(金) 11/13(金) 

期 別 運 動の 方 針 

新入学（新学期）を迎える

こどもや活動期に入る自転

車利用者の事故防止を図る

ための活動等を推進する。 

観光・夏型レジャー等

に伴う事故防止、バイク

による事故防止及び飲酒

運転根絶を図るための活

動等を推進する。 

 夕暮れ時と夜間の高齢

歩行者・自転車の事故防

止等を図るための活動等

を推進する。 

 凍結路面でのスリップ

事故防止や飲酒運転の根

絶を図るための活動等を

推進する。 

重 点 項 目 
○ 春・秋の運動においては、全国交通安全運動推進要綱の運動重点に準じ、必要に応じ北海道独自の項目を定

める。 

○ 夏・冬の運動においては、北海道の地域特性、交通事故の発生状況・特徴等を勘案する。 

交
通
安
全
の
日
等
の
運

動 飲 酒 運 転 根 絶 の 日 7 月 13 日(月) 道民の飲酒運転根絶の気運を高めるため、広報啓発活動を実施する。 

交通事故死ゼロを目指す日 
4 月 10 日(金) 

9 月 30 日(水) 

交通事故死ゼロを目指し、住民集会などの啓発行事や期別運動のセーフティ 

コールに準じた広報啓発活動を実施する。 

道 民 交 通 安 全 の 日 毎月１５日 
道民の交通安全意識の高揚を図るため、期別運動のセーフティコールに準じた

広報啓発活動等を実施する。 

自 転 車 安 全 日 毎月第 1 及び第 3 金曜日 
自転車の安全利用と事故防止を図るため、自転車利用者を対象に街頭指導、 

啓発活動等を実施する。 

そ の 他 の 交 通 安 全 の 日 
無事故の日(6/25) 

バイクの日(8/19) 

地域独自の交通安全の日等に、地域・職域の実情に応じた広報啓発活動を実施

する。 

特 別 対 策 
「交通死亡事故多発警報」や「飲酒運転根絶緊急対策」の発表時に地域住民等へ緊急かつ効果的な

広報啓発、住民集会、街頭指導等を実施する。 

 



 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 8 年度 北広島市交通安全運動実施計画 

月 期別運動 運動の視点 北広島市交通安全運動実施内容 

4 月 

春の全国交通安全 

運動 

4 月 6 日（月） 

～ 

4 月 15 日（水） 

○新入学（新学期）を迎えるこど

もや活動期に入る自転車利用者

の事故防止をはじめ、以下の活

動等を推進する。 

・こどもの交通事故防止 

・自転車の安全利用の促進 

・全席シートベルト等の着用 

・飲酒運転の根絶 

○新入学児童への啓発活動、交通安全帽子、リーフレットの

配布、小学 3 年生、中学 1 年生への自転車リーフレットの

配布 

○小学校通学路交差点の一斉交通指導 

○街頭啓発（各地域毎） 

○パトライト作戦 

○交通安全懸垂幕の掲示 

○北広島市交通安全運動推進委員会総会 

○交通安全情報北広島第 1 号発行 

○セーフティきたひろしま発行 

○交通安全教室の実施 

※4/6（月）セーフティコール 

※4/10（金）交通事故死ゼロを目指す日 

5 月   
○セーフティきたひろしまダイジェスト版発行、全戸配布 

○交通安全教室の実施 

6 月   

○交通安全教室の実施 

○自動二輪安全運転講習会 

※6/25（木）無事故の日 

7 月 

夏の交通安全運動 

 

7 月 13 日（月） 

～ 

7 月 22 日（水） 

○観光・夏型レジャー等に伴う事

故防止、バイクによる事故防止

及び飲酒運転根絶をはじめ、以

下の活動等を推進する。 

・こどもと高齢者の交通事故防止 

・自転車乗用中の交通事故防止 

・全席のシートベルト等の着用 

・交差点の交通事故防止 

・飲酒運転の根絶 

○交通安全市民大会 

○サマーセーフティキャンペーン（小学生による街頭啓発） 

○街頭啓発（各地域毎） 

○パトライト作戦 

○交通安全情報北広島第 2 号発行 

○交通安全運動懸垂幕の掲示 

○スポーツ少年団夜光反射材の配付 

○交通安全教室の実施 

※7/13（月）セーフティコールの日 

7/13（月）飲酒運転根絶の日 

8 月   

○サマーセーフティキャンペーン（小学生による街頭啓発） 

○交通安全教室の実施 

○バイク事故防止の啓発（コンビニエンスストア） 

※8/19（水）バイクの日 

9 月 

秋の全国交通安全

運動 

 

9 月 21 日（月） 

～ 

9 月 30 日（水） 

○夕暮れ時と夜間の高齢歩行者・

自転車の事故防止をはじめ、以

下の活動等を推進する。 

・全席シートベルト等の着用 

・早め点灯とデイ・ライト運動の 

推進 

・夜光反射材の着用の推進 

・飲酒運転の根絶 

○交通安全パネル展 

○高齢者向け街頭啓発（夜光反射材の配布） 

○街頭啓発（各地域毎） 

○パトライト作戦 

○交通安全情報北広島第 3 号発行 

○交通安全運動懸垂幕の掲示 

○交通安全教室の実施 

※9/18（金）セーフティコールの日 

※9/30（水）交通事故死ゼロを目指す日 

10 月   ○交通安全教室の実施 

11 月 

冬の交通安全運動 

 

11 月 13 日（金） 

～ 

11 月 22 日（日） 

○凍結路面でのスリップ事故防止

をはじめ、以下の活動等を推進

する。 

・高齢者の交通事故防止 

・全席シートベルト等の着用 

・夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車

乗用中の交通事故防止 

・早め点灯とデイ・ライト運動の推

進 

・夜光反射材の着用の推進 

・飲酒運転の根絶 

○交通安全パネル展 

○市内ガソリンスタンドへ交通安全の呼びかけ依頼 

○街頭啓発（各地域毎） 

○パトライト作戦 

○交通安全情報北広島第 4 号発行 

○交通安全運動懸垂幕の掲示 

○交通安全教室の実施 

※11/13（金）セーフティコールの日 

12 月   ○交通安全教室の実施 

1 月   
○冬道安全運転講習会（一般・高齢者） 

○交通安全教室の実施 

2 月   

○新入学児童父母向け交通安全指導用リーフレット配布 

○新入学児童交通安全呼びかけメッセージカード配布 

○交通安全教室の実施 

3 月   ○交通安全教室の実施 

 



おわりに 

 

昨年、道内では、交通事故発生件数と負傷者数が減少したにもかかわらず、死者数が大

幅に増加しました。その要因の 1 つとして、路面凍結によるスリップ事故での死者の増加

が考えられます。 

天候や気温などによる道路状況の変化に対応した安全運転が重要で、特に速度を抑制す

ることが重大事故を回避できることにつながります。 

 

また、昨年は、死者のうち 65 歳以上の高齢者が半数以上を占めており、路外逸脱など

の単独事故や道路横断中の歩行者が目立ちました。高齢の方は、運転する方は体調管理に

努め、歩行者は交通ルールを守り、安全確認の徹底に努めましょう。 

歩行者事故に関しては、信号機のない横断歩道において、歩行者とドライバーがハンド

サインで意思の疎通を図る「ハンドサインでストップ運動」を実践しましょう。 

 

一方、自転車の交通違反に対して、今年 4 月から反則切符が適用されるようになりまし

た。それに伴い、道路の左側を通行する自転車を保護するために、自動車は自転車などの

右側を通過する場合、十分な間隔をとるか徐行しなければならなくなりました。 

車を運転される方だけでなく、歩行者や自転車の方も、交通ルールを守り、気配りので

きる行動をとり、交通事故を起こさない、交通事故にあわないようにしましょう。 

 

 また、今年９月１日からは、これまで速度規制がなかった生活道路（センターラインが

ない、車両通行帯がない、又は分離帯がないなどの道路）の法定速度が時速 30 キロメー

トルに引き下げられます。 

法定速度が引き下げられた要因は、幹線道路の渋滞を避けるため、近道として生活道路

を利用する自動車が多くなり、その走行速度が速いため、こどもや自転車との死亡事故な

どが全国的に頻発したからです。 

住宅街の生活道路の近くには、学校やスーパーなどの施設があるため、こどもや自転車

などが飛び出してくる可能性が高くなります。 

生活道路を通行する車両は、スピードダウンに努め、歩行者や自転車の飛び出しに備え

た安全運転に心がけましょう。 

 

道内では、昨年も飲酒運転による痛ましい交通事故が多発しました。 

 飲酒運転は犯罪です。もし自分の大切な人が、飲酒運転による事故にあってケガをした

り亡くなったりしたら、どう思いますか。 

 飲酒運転をした本人だけでなく、運転することをわかっていてお酒を勧めた人、車を貸

した人、同乗した人も処罰されることがある悪質で重大な犯罪であるという自覚と「飲酒

運転をしない、させない、許さない」という強い意識を持ち、飲酒運転を根絶しましょう。 

 

 北広島市交通安全運動推進委員会では、今後も関係機関や団体等との緊密な連携の下、

交通事故のない、「安全で安心な住みよい北広島市」を目指し、交通事故防止対策を推進し

てまいります。 

 

ご協力をよろしくお願いします。 

 

 

                    北 広 島 市 

北広島市交通安全運動推進委員会 

 



 


